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江の島の潮間帯動物相E

植田育男・萩原清司・崎山直夫

Ikuo Ueda, Kiyoshi Hagiwara and Tadao Sakiyama : 

Intertidal Animals Found in Enoshima Island，皿

はじめに

著者らは江の島周辺の海岸環境に着目し，様々

な角度からそこに生息する動物の観察を続けてき

た。その成果はおよそ10年間に亘って報告されて

いる。特に海岸動物の目録については， 5年に一

度の頻度で作成し，出現する動物によって，江の

島の海岸環境の実態を把握するとともに，動物相

の変化から海岸環境の変容ぶりを追跡しようとし

ている。 1997年はその調査年にあたり， 1987年

（植田 ・萩原， 1988，以下前々回，その報告を前々

報と呼ぶ）, 1992年（萩原 ・植田， 1993，以下前回，

その報告を前報と呼ぶ）と同様の調査を行ったの

でその結果を報告する。

東京

図l 江の島における各調査地点の位置

調査場所および方法

調査場所の設定と調査方法は前回をそのまま踏

襲した。すなわち，江の島の海岸より様々な環境

形態を持つ 6地点を選び＼ 前回と同様にSt.1～6

とした（図 1）。現地での調査は，大潮の日に当た

る1997年5月24日，25日，6月22日の 3日間の最

干潮前後に行った。それぞれの地点で潮間帯を高

位 ・中位 ・低位の三つの潮位高に区分し，各潮位

高ごとに肉眼で見える大きさの無脊椎動物を観察

し，その個体数を多い（＋＋＋），普通（＋＋），少

ない（＋）の3段階にて記録した。現地で種別同定

ができなかった動物は10%ホルマリン溶液で固定

して持ち帰り，後日同定した。
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図中の黒塗り矢印は，堆積砂泥の移動工事が行われた場所を示す
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図2 各調査地点における動物門別出現種類数

(N＝）は，出現種類数の合計を示す

同定に際しては，前報と同じ文献に加えて以下

の文献も参考にした。

動物全般：西村（1992,1995)

軟体動物 ：佐々木 ・奥谷（1994) 

節足動物 ：＝宅（1982;1983) 
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調査時における気象条件や水質測定値について

も，前回と同様の項目で測定し，記録した。

結果

調査日時，気象条件，水質測定値については，

表lに示した。今回の調査で確認された動物は表

2 -1～3に列挙したが，種のレベルまで同定でき

なかったものを含めて，10動物門，157種だ、った。

動物門別にみた種類数は，海綿動物門 5種，刺胞

動物門7種，扇形動物門2種，紐形動物門l種，

環形動物門22種，星口動物門 2種，軟体動物門62

種，節足動物門47種， 触手動物門3種， 赫皮動物

門6種で，軟体動物門と節足動物門の種類数の多

さが目立った。

調査地点ごとに出現した種類数を動物門別に示

すと，図2のようになった。以下に調査地点ごと

の動物相について概述する。

St. 1 南岸・東寄り （岩礁）

ここでは， St.6に次いで多い68種の動物が確認

された。その中には， 尋常海綿綱sp.のようにこ

の地点に限って出現した種が9種あった。

St. 2 北西岸（岩礁，一部転石）

ここでは48種の動物が確認された。この地点に

限って出現した種はスピオ科の一種を始め全部で

6干重だ、った。また， シマメノウフネフゲイ，ムラサ

キイガイ， ミドリイガイ， ヨーロツノTフジツボカf

この地点で記録され，他のどの地点よりも外来動

物の出現種類数が多かった。

St. 3 北西岸・西浜（砂泥浜，一部転石およ

びコンクリート護岸）

ここでは，25種の動物が確認された。出現動物

は， 前々回4種，前回13種で，調査を重ねるにつ

れて出現種類数が増える傾向にある。しかし，他

の地点と比較すると種類数の少なさが著しい地点

であり，前々報で報告されたような，底質の砂泥

の還元質化は認められなかったものの，依然境川

よりもたらされる有機汚濁水の影響が伺われた。

この地点に限って出現した種類は，イトゴカイ科

sp.，スゴカイ ，コウ ロエンカワ ヒパ；リガイ の3

種で，このうちコウロエンカワヒバリガイは東京

湾ではかなり広い地域に多数付着するようになっ

た外来の付着性二枚貝だが（朝倉， 1992），著者ら

の知る限りではこれが相模湾初記録と思われる。

St. 4 北東岸・東浜（砂泥浜および、コンクリー

ト・石垣護岸）

当地点は昨年に海岸改修工事が行われ，テトラ



各調査地点における環境条件表l
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調

時

天

気

湿

水

St. 

1997. 6. 22 

11 : 50 

晴れ

22.5℃ 

88.3 % 
南西・中

やや高

21.4 ・c 
(21.9℃） 

8.02 

(7 77) 

7.95 ppm 

(4.26ppm) 

35 %i 

(35 %,) 

1997. 5. 24 

12 : 35 

曇時々爾

17.9℃ 

90.0 % 
北 ・弱

低

17.3℃ 

5.83 ppm 

St. 5 

32 %i 

1997. 5. 25 

10: 20 

晴れ

24.2℃ 

71.5 % 
南 ・弱

やや高

18.7 ・c 

7.44 ppm 

St. 4 

24%i 

1997. 5. 24 

11 : 30 

雨

18.3 ・c 
86.4 % 
北 ・ ~~

低

16.7 ・c 

6.03 ppm 

St. 3 

18 %i 

7.81 

2 

1997. 5. 24 

9: 40 

曇時々雨

1 ?.6 ・c 
86.5 % 
北 ・中

低

17.6℃ 

(17.8℃） 

8.46 

(8.34) 

5.85 ppm 

(2.00 ppm) 

19 %i 

(23 %,) 

St. St. 1 

1997. 6. 22 

10: 35 

日青れ

23.5℃ 

85.7 % 
南西・中

やや高

21.3℃ 

(24.4℃） 

8.04 

(8.05) 

8.30 ppm 

(5.45 ppm) 

35 %i 

(34%,) 

温

溶存酸素量

塩分濃度

日

刻

気

温

度

査

風

波

pH 

CC=c/ (a十b-c)

ここで， aはSt.Aの出現種類数， bはSt.Bの出現種

類数，cはSt.AとSt.Bに共通して出現した種類数で，

cc値が高いほど両地点聞の類似度が高いことを
示す。

その結果， St.1とSt.6が最も類似度が高く，次

いでSt.2とSt.4,St.2とSt.3の順に高かった（表 3）。

また，類似度が最も低かったのはSt.3とSt.6で，

これに次いでSt.1とSt.3,St.4とSt.6も低かった。

考 察

今回の調査の出現種類数は， 157種にのぼり，

前々回の85種，前回の120種と比べて，はるかに

多い数となった。前報では，出現種類数の増加要

因として，調査地点の増設，調査者の同定技術の

向上，河川流下動物や漁獲投棄動物による一時的

増加などを挙げている。これらの要因のうち，同

定技術については参考とした文献を増やしたこと

や， 一部の分類群で専門家に同定を依頼したこと

の影響は否定できないだろうが，そのほかについ

ては，前回と同一地点で調査したこと，河川から

の流下動物が今回は全く認められなかったこと，

漁獲投棄動物も前回とほぼ同様の種だったことな

どを考慮すると，特に今回の種類数増加につなが

る要因とは考えられない。

ここで新たな要因として，調査者が前固までの
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ポットがすべて撤去された後，新たにコンクリー

トによる護岸壁とその外縁に石垣による護岸帯が

敷設された。このようなかなり大きな生息地の撹

乱にも拘らず，今回は40種の動物が確認され，こ

れは前回の23種よりも 17種多かった。

St. 5 北東岸・江の島漁港内（コンクリート

護岸）

ここでは， 50種の動物が確認された。この地点

にのみ見られた動物はエーレルシリスなど9種で，

そのなかにはカコボラのように元来浅海域に生息

するものの，刺し網漁で混獲された後網からはず

され，漁港内に投棄された種類なども含まれ，こ

の地点に本来生息するものか否か疑問の持たれる

種類も含まれてる。

St. 6 南岸・西寄り （岩礁および転石）

ここでは，これまで1地点、で確認された種類数

としては最多の106種の動物が確認された。この

地点に限って出現した動物も37種と最も多く ，そ

の中には，前々報で同様の環境ならば出現してし

かるべき種類として指摘された，マナマコ，アカ

ウニといった種類も見られた。また，外来種のホ

ンダワラコケムシもこの地点に限って記録された。

それぞれの調査地点の出現種に基づいて，調査

地点聞の種構成の類似度を求めてみた。今回比較

に用いた係数は，松宮（1980）にあるJaccardの共通

係数（CC）で，これは，次式により求められる。

）はタイドプール内の測定値注）



表2-1 各調査地点の出現種

注）H：潮間帯高位， M：潮間帯中位， L：潮間帯低位， P：タイドプール

＋＋＋ ：多い，＋＋：普通，＋：少ない

海綿

St. 1 St. 2 St. 3 St. 4 St. 5 St. 6 

i動物門 H M L p H M L p H M L H M L H M L H M L p 

ダイダイイソカイメン ＋ ＋＋ 

クロイソカイメン ＋ ＋＋ ＋ ＋＋＋＋＋＋  

ナミイソカイメン ＋ ＋ ＋＋ ＋＋＋＋＋＋ ＋＋ ＋ 

ムフサキカイメン ＋＋ 

尋常海綿絹 sp. ＋ 

l動物門
ミドリイソギンチャク 十＋＋＋ ＋ 

ヨロイイソギンチャク ＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ ＋＋＋  ＋＋ ＋十 ＋＋＋＋＋＋＋＋＋ ＋＋＋＋＋＋＋十十 ＋＋ 

タァジマイソギンチャク ＋＋ ＋ ＋ ＋＋＋＋  ＋ ＋＋ 

ヒメイソギンチャク ＋ ＋ ＋ 

ク口ガネイソギンチャク ÷ ＋ ＋＋ 十

コモチイソギンチャク ＋＋＋＋ 

ウミサボァン ＋ 

i動物門

ウスヒフムシ ＋ ＋＋＋＋  ＋ 

イイジマヒフムシ ＋＋ ＋＋＋＋  

；動物門

ミサキヒモムシ ＋＋ 

i動物門

マダフウロコムシ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋＋ 

イトサシパ ＋＋ 

アケノサシパ ＋＋ ＋ ＋＋ 

フクロシ リス ＋＋ ＋ 

エーレルシリス 十

オイワケコカイ 十＋ ＋＋ 

クマドリゴカイ ＋＋ ＋＋ ＋＋ 

1フツウコカイ ＋ ＋＋ ＋＋ 

ヤス リゴカイ ＋ ＋ 

イシイソコカイ ＋ 

イソツJレヒゲコカイ ＋ 

ミズヒキゴカイ ＋ ＋ ＋＋＋  ＋＋＋＋  ＋ ＋＋ ＋＋＋＋＋＋ 

Prionospio sp. ＋＋ ＋ ＋ 

Scolelepis sp ＋ ＋＋＋  

スピオ不十sp. ＋ 

ホコサキコカイ手十 sp. ＋ 

ギボシイソメ手ヰ sp. ＋＋ 

イトゴカイ科 sp. ＋＋ 

クマグアシツキ 十

ヤッコカンザシ ＋＋ ＋＋＋＋  ＋＋＋＋十 ＋＋＋

カサネカンザシ ＋＋ ＋＋ 

スコカイ ＋＋ 

｜動物門

ホシムシ綱 sp.1 ＋＋ 

ホシムシ綱 sp.2 ＋＋ 

ピ動物門

ヒメケハダヒザフガイ ＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋ ＋＋ 十十 ＋＋＋  

ヒザフガイ ＋ ＋＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋＋＋ ＋＋ 

ウスヒザフガイ ＋＋ ＋＋＋＋＋＋  

ヤスリヒザフガイ ＋ 

シキヒザフガイ ＋＋ ＋十＋＋

トコブシ ＋ 
＋ ＋ 

スカシガ．イ 十
十

2

3

4

5
胞

6

7

8

9

0

1

2
痢
一3
4
形

5
形
・6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

3

4

5

6

7
口
8

9

唖
0

1

4

5

3

刺

1
1

1
肩

1
1
紐

1
環

1

1

1

1
2

2

2

2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
星

3

3
軟

4
4
4
4
4
4
4
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表2-2 各調査地点の出現種（続き）
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オトメガサガイ

ベッコウガサガイ

マツバガイ

ヨメガガサガイ

ウノアシガイ

コガモガイ

アオガイ

コウダカアオガイ

カスミアオガイ

工ピスガイ

イシダタミガイ

ハナチグサガイ

クマノコガイ

クポガイ

へソアキクボガイ

パァイフ

アワジチグサガイ

シリフ トチグサガイ

スガイ

アマオブネガイ

タマキビガイ

アフレタマキビガイ

イボタマキビガイ

へソカドガイ

オオへビガイ

キクスズメガイ

シマメノウフネガイ

カコポフ
ヒメヨウフク力、イ

レイシガイ

イポーシ

ボサツガイ

ミガキポフ

ヒメネジガイ

アマクサアメフフシ

ク口へリアメフフシ

ウミフクロウ

クロシタナシウミウ シ

カフマツガイ

シロカフマツガイ

キクノハナガイ

エガイ

カリガネエガイ

ホトトギスガイ
コウ口工ンカワヒ j＼リガイ

ムフサキイガイ

ミドリイガイ
クロクチカ、イ

マガキ

ケガキ
チリハギガイ

トマヤガイ

アサリ

ウチムフサキ

セミアサ リ

，動物門

カメノァ

St.1 

H M L p 

＋＋＋＋＋  

＋＋ ＋＋＋＋  

＋＋＋＋＋＋＋十

＋＋＋＋  

十 ＋ 

＋ ＋ 

＋ 

＋＋＋＋  

＋＋ ＋＋ 

＋＋ 

＋ ＋ 

＋＋＋＋  ＋ 

＋＋＋ ＋ 

＋＋＋＋＋ 

＋ 

＋ ＋ 

＋ 

＋＋＋＋＋＋＋  

＋＋＋ ＋＋ 

＋＋＋＋ ＋＋＋ 

＋ ＋＋ ＋＋＋  

＋＋ ＋＋ 

十＋ ＋ ＋＋ 

＋＋＋＋＋ ＋＋ 

＋ ＋ ＋ 

＋ ＋＋＋＋  

＋＋ ＋ 

＋ ＋＋ 

＋ 

＋＋＋＋ 

St. 2 

H M L p 

＋＋＋  

＋ 

＋＋ ＋ ＋ 

＋ 

＋ 十

＋＋ 

＋＋＋＋＋＋ 

＋十

＋＋ 

＋＋＋ 

＋＋ 

＋＋ ＋＋ 

＋ 

＋ 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋  

＋＋十＋＋＋＋＋＋＋

＋＋ 

＋＋ 

＋＋＋＋＋＋＋＋ 

＋ 
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St 3 St 4 St 5 St. 6 

H M L H M L H M L H M L p 

＋ 

＋十十十 ＋ ＋＋＋＋  

十＋＋＋ ＋＋ ＋＋＋＋  ＋＋ 

＋＋十＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋＋＋ 

＋＋十

＋＋＋＋＋  ＋ 十 ＋＋ ＋ 

十＋＋＋＋＋

＋＋＋＋＋  ＋＋ 

＋ ＋ 

＋十

＋ ＋＋＋  

＋＋ 

＋ ＋＋＋＋十

＋ ＋ 

＋ 

十十 ＋ 

＋ ＋＋ 

＋ ＋ 

＋＋ ＋＋ ＋＋ 

＋＋ ＋ ＋＋＋＋＋ ＋＋＋十＋ 十 ＋十＋＋＋＋十

＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋＋ 

十

＋＋ 十＋ 十十 ＋ 

＋＋＋＋  

＋十十＋

＋＋ 十十 ＋＋ 

＋ ＋ ＋＋＋＋＋＋＋＋ ＋＋＋＋＋＋＋  

＋ ＋＋ 

＋ 

＋ 

＋＋＋  

＋ 

＋ 

＋ 

＋＋ ＋＋十＋＋＋＋ ＋＋＋＋＋ ＋ 

＋＋ 

＋＋ ＋＋＋ ＋＋ 

＋＋ 十

＋ 

＋＋＋  

＋＋＋＋＋ ＋＋＋＋＋ ＋＋＋＋＋＋＋＋ 十＋ ＋＋ 

＋＋＋ ＋ 

＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋十一十 ＋＋＋ ＋＋＋＋＋＋ ＋＋＋ 

＋＋ 

＋ 

＋ 

十

＋ 

＋＋ 



表2-3 各調査地点の出現種（続き）
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10 

10 

10 

10 

10 

10 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

12 

12 

12 

12 

124 

125 

126 

127 

128 

129 

130 

13 

132 

133 

134 

135 

136 

137 

138 

139 

140 

141 

142 

143 

144 

145 

146 

147 

148 

タァジマフジツボ

シ口スジフジツボ

ヨーロッパフジツボ

オオアカフジツボ

イワフジツポ

クロフジツポ

シリケンウミセミ

マルコップムシ

イソヘフムシ

工ビヤド リムシ干ヰ sp.

フナムシ

ハマトビムシ

モクズヨコエビ

フサゲモクズ

モクズヨコエビ属sp.

カギメリタヨコ工ビ

ッポンモパヨコ工ビ

ヒゲナガヨコ工ビ‘科sp.

カマキリヨコエビ

ド口クタムシ科sp

マルエフワレカフ

コブワレカフ
アシナガモエビ

オハリコァッポウエビ

スナモグ リ

イソカーダマシ

ホンヤドカ リ

ケァシホンヤ ドカリ

ユビナガホンヤ ドカリ

トゲトゲツノヤドカリ
イソヨコ／＼サミ

ケフカヨコパサミ

ソパガフガー

ヒメソパガフガー
ヨツパモガ

＂（シガー

オウギガー

トガリオウギガー

ヒメケプカガー
オオシロビンノ

イワガー

イソガー
ケフサイソガ

ヒフイソガー

アカイソガ

ショウジンガ

動物門触手語羽

149 チゴケムシ
150 ヒフハコケムシ
151 ホンダワフコケムシ

f動物門糠皮
152 ウデナガクモヒ トデ

153 ヤツデヒトデ

154 バフンウ

155 ムフサキウ
156 アカウ

157 マナマコ

St. 1 

H M L p 

＋＋＋＋  

＋＋＋＋十十 ＋＋ 

＋＋＋＋＋ 

＋＋＋＋  

＋＋＋ ＋＋ 

十＋＋＋

＋＋＋ 

＋＋ ＋＋ 

＋＋＋＋＋ 

＋＋＋＋＋＋ 

＋ 

＋＋ 十＋＋

＋十 十＋

＋ ＋ 

十

＋ 十十 ＋＋ 

十 ＋ 

＋＋ 

＋＋ 

十＋ ＋＋＋

＋＋＋  

＋ 

St. 2 

H M L p 

＋＋＋＋  

＋＋＋＋＋＋  

＋＋ 

＋＋＋＋＋＋ 

＋ ＋ 

＋＋ 

十＋＋

＋＋ 

＋＋＋ 

＋＋＋ 

＋＋ 

＋＋ 

＋＋ ＋ 

＋十十 ＋ ＋＋ 

＋ 

＋十＋＋ ＋＋＋十＋＋

十＋＋＋＋＋＋
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St. 3 St 4 St 5 St. 6 

H M L H M L H M L H M L p 

＋＋＋＋＋ 十十

十＋＋＋＋ 十＋ ＋＋ 

＋＋＋＋＋＋ 

＋ 

十十＋ ＋＋＋ 一十十＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋＋＋＋ ＋ 

＋＋＋  

＋ 

＋ 

＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ 

＋＋＋ 

＋ ＋ ＋ ＋＋ 

＋＋ 十

＋＋ ＋＋＋ ＋ ＋＋＋  十十

＋＋ ＋＋＋ 

＋＋＋＋＋＋ 

＋＋＋＋＋＋＋ 

＋＋＋ ＋＋ 

＋＋＋＋  

十

＋ 

十

＋＋＋ ＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

＋ 十十 ＋＋ ＋＋ 

十

＋＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋＋ ＋ 

＋＋ 

＋ 

＋＋ ＋＋＋＋ ＋ ＋＋ ＋＋ 

＋十＋＋＋＋ ＋→一＋＋＋ ＋＋＋＋＋＋＋＋ ＋＋ 

＋＋＋＋＋＋  ＋＋＋＋  十＋十＋＋＋＋十

＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋＋＋＋＋＋＋  

＋ 

＋ ＋ 

＋＋＋＋＋＋ 

＋ 

＋＋ ＋＋ 

＋ 

＋＋＋  

＋＋＋＋＋＋＋ 

＋ 

＋ 

＋ ＋ 



表3 各調査地点聞の類似度（CC係数）

St.2 St. 3 St.4 St. 5 St. 6_ 

St. 1 0. 221 0. 120 0. 241 0. 311 0. 438 

St.2 0.352 0.354 0.324 0. 213 

St.3 0. 250 0.230 0. 083 

St.4 0.343 0. 207 

St.5 0. 248 

2名から， 3名になったことで，幾分採集などに

影響が出たことが予想される。

新たに出現した動物のうち，前報で指摘された，

外来動物については，出現種類数が増える傾向に

あり，今回はカサネカンザシ，ホンダワラコケ

ムシとコウロエンカワヒバリガイが新たに発見さ

れた。したがって今回の調査では，先の3種に加

えて，シマメノウフネガイ，ムラサキイガイ，ミ

ドリイガイ，ヨーロッパフジツボの合計7種の外

来動物が確認された。

前々回には一般に外洋に面した岩礁の海岸に見

られる， トコブシ，マナマコ，ウニ類が全く 出現

しなかったが，今回の調査ではSt.lやSt.6で確認

された。前々報では，これらの動物が見られない

のは，人による直接の採集の影響ではないかと予

想したが，その後そのような採集行為が減少した

かどうかについては何等資料を得ていない。

前報の終わりに指摘された，環境の変化による

種類数の増加も考えられる。調査当日の測定のみ

からは，環境条件についてさほど深く立ち入った

議論はできないが，前固までには見られなかった

測定結果が得られている。その中で，まずSt.3の

溶存酸素量が低い値でなかったことが挙げられる。

St.3の溶存酸素条件の向上は，前々回に観察され

た硫化水素臭が前回以降観察されなくなったこと

とあわせて，この地点周辺環境の改善を意味する

ものかもしれない。出現種類数が同地点で着実に

増えている点もそれを支持する。さらにSt.4の塩

分濃度が通常の海水よりもかなり低い値だったこ

とも見逃せない。江の島は従来堆積砂泥により藤

沢市本土と陸続きになり ，海域は北西岸と北東岸

が仕切られていた。しかし，数年前に堆積砂泥の

移動工事が行われ（図 lの黒矢印で示した場所），

満潮時には北西岸と北東岸の海水が流通するよう

になった。これにより ，北西岸に流れ込む境川の

河川水も少なからず北東岸へ流出するようになっ
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たことが考えられる。 St.4の低塩分濃度はこのこ

とによるものかもしれない。

出現種による類似度の比較では， St.1とSt.6の

間で類似度が高く ，St.2とSt.3とSt.4の問でも類似

度が高いとの結果を得た。塩分濃度の測定結果な

どともあわせてみると，比較的前2地点が外洋性

の環境で，後3地点が内湾性の環境と見ることが

できょう。これらの中間的な環境としてSt.5があ

るように思われる。

今回の調査結果で出現種が増えた背景には，調

査内容で前回と異なる要素を幾分含みつつも，江

の島に生息する動物の種類が以前よりも多くなっ

たと見てよいように思われる。 一般に生息環境が

複雑になればなるほど，そこに生息する生物の種

類数は多くなるとされる（ピアンカ， 1980；樋口，

1996；鷲谷 ・矢原，1996など）。先に指摘したよ

うに，江の島全体が外洋的な環境から，内湾的な

環境まで揃えた木来の形を取り戻しつつあるのか

どうか興味が持たれる。しかしながら，前々報，

前報で指摘した境川の有機汚濁した河川水の流入

や採集行為などの，人為的影響がまだあまり見ら

れなかった頃の江の島の動物相に関する詳細な記

録はなく，以前の状況と比較することができない。

従って，確かに環境が改善方向に向かっているか

どうかを判断するには，さらに調査を続け，今後

の動向を追跡する必要があるだろう。
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